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新しい仲間が加わる

1番議席

古村 　護議員
2番議席

鎌田 鷹介議員
3番議席

加藤 眞人議員
5番議席

伊藤 　守議員

6番議席

服部 芙二夫議員
7番議席

三輪 一雅議員
8番議席

中川 和子議員
9番議席

伊藤 好博議員

　今回補欠選挙が行われ、新しい議員が選ばれ、伊藤守議員と古村護議員の2名の議員が
加わることとなりました。
　所属の委員会と議席番号は以下のようになりました。
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　８月22日（土）伊藤厚紀前議員が急逝されました。ここに謹んで
故人のご冥福をお祈り申しあげますと共に、ご遺族の皆様には
心よりお悔やみを申し上げます。

伊藤 厚紀前議員急逝

故伊藤厚紀氏の略歴
•平成29年５月18日町議会議員初当選
•総務建設常任委員会委員長
•教育民生常任委員会委員

故伊藤律雄前議長に叙勲
　伊藤律雄氏は当町の消防団長や商工会
長などの要職を歴任。平成21年に町議
会議員に初当選後、３期連続当選され、
議長、副議長、教育民生常任委員会委員
長などを歴任され、議員として町政の推
進、地方自治の発展に貢献されたことに
より、この度、「旭日單光賞」を受賞さ
れました。
　この叙勲の伝達式が、９月15日（火）
第３回定例会開催前に、議場にて執り行
われました。

加藤町長よりご遺族に、旭日單光賞が
伝達される
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新型コロナウイルス感染症
拡大防止関係の追加予算を可決
新型コロナウイルス感染症
拡大防止関係の追加予算を可決
新型コロナウイルス感染症
拡大防止関係の追加予算を可決

令和２年

定例会
第3回

一般会計補正予算

補正前予算
39億6600万円
補正前予算

39億6600万円

議会費
5769万円（1.5％）

総務費
7億6365万円
（19.3％）

民生費
15億5207万円
（39.1％）

衛生費
2億1973万円
（5.5％）

土木費
4億2151万円
（10.6％）

農林水産業費
2億299万円
（5.1％）

消防費
1億7328万円
（4.4％）

商工費
1637万円
（0.4％）

予備費 261万円（0.1％）

教育費
3億2866万円（8.3％）

公債費
2億2745万円（5.7％）

補正額内訳
2億1300万円
補正額内訳
2億1300万円

議会費
9万円（0.0％）

総務費
9227万円
（43.3％）

民生費
2068万円
（9.7％）

農林水産業費
3721万円（17.5％）

商工費
499万円（2.0％）

土木費
27万円
（0.1％）

消防費
5259万円
（24.0％）

教育費
870万円（4.1％）

※衛生費と予備費は減額の為グラフには反映されておりません。
　また、公債費に変動はありませんでした。

第
３
回
定
例
会
一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
歳
入

•
町
民
税 

△
１
７
９
０
万
円

•
地
方
交
付
税 

２
億
５
２
５
３
万
円

•
国
県
支
出
金 

１
億
４
３
４
８
万
円

•
寄
附
金（
ふ
る
さ
と
納
税
） ５
０
０
０
万
円

•
繰
入
金 

△
２
億
４
６
５
３
万
円

•
繰
越
金 

２
５
１
６
万
円

主
な
歳
出

•
ふ
る
さ
と
き
そ
さ
き
応
援
寄
附
金

　

返
礼
品
経
費

 

２
０
０
０
万
円

•
ふ
る
さ
と
き
そ
さ
き
応
援
基
金
積
立
金

 

５
０
０
０
万
円

•
県
営
湛
水
防
除
事
業
計
画
策
定
業
務

 

１
９
０
３
万
円

•
令
和
２
年
度
県
営
湛
水
防
除
事
業
費
負
担
金

 

１
０
３
０
万
円

•
三
重
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

拡
大
阻
止
協
力
金

 

４
７
５
万
円

•
防
災
行
政
無
線
更
新
事
業

 

４
９
５
０
万
円

•
体
育
館
空
調
設
備
修
繕
実
施
設
計
業
務

 

２
０
８
万
円

•
補
欠
選
挙 

４
０
０
万
円

補正後予算補正後予算

41億7900万円41億7900万円

議会費
5778万円（1.4％）

総務費
8億5592万円
（20.5％）

民生費
15億7275万円
（37.6％）衛生費

2億1655万円（5.2％）
農林水産業費
2億4019万円（5.7％）

商工費
2136万円
（0.5％）

土木費
4億2178万円
（10.1％）

消防費
2億2587万円
（5.4％）

教育費
3億3736万円
（8.1％）

公債費
2億2745万円
（5.4％）

予備費
200万円（0.0％）

※比率は、支出予算総額に占める割合です。
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最
近
町
内
に
増
え
た
い
わ
ゆ
る
ヤ
ー
ド
（
自
動
車
解
体
等
の
施
設
）。
町

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
苦
情
が
増
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
町
単
独
で
は
限
界
が
あ
り
、
以
前
か
ら
町
や
議
会
と
し
て
も
三
重
県
に
対

し
て
対
応
を
お
願
い
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
県
と
し
て
は

大
き
な
問
題
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
の
認
識
で
、
そ
の
必
要
性
は
無
い
と
の

回
答
で
し
た
。

　
し
か
し
現
状
は
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
こ
の
度
あ
ら
た
め
て
町
議

会
よ
り
「
安
全
安
心
な
町
づ
く
り
に
於
け
る
、
い
わ
ゆ
る
ヤ
ー
ド
（
自
動
車

解
体
施
設
）
に
対
し
規
制
を
求
め
る
意
見
書
」
を
、
９
月
の
定
例
会
に
お
い

て
町
議
会
全
会
一
致
で
可
決
し
、
三
重
県
知
事
宛
て
で
提
出
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
１０
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
日（
金
）に
開
催
さ
れ
た
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
と
町
長
の
１
対
１
対
談
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
、
そ
の
場
で
ヤ
ー
ド
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
題
に
対
す
る
条
例
を
県
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
策
定
す
る
こ
と
を
知
事
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
だ
ど
れ
程
の
条
例
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
わ
せ
て
三
重
県
議
会
へ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
願
書
を
提
出
し
県
議
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員
と
も
連
携
し
つ
つ
、
し
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
り
問
題
提
起
を
し
て
い
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。

何
と
か
し
た
い
ヤ
ー
ド
問
題

１対１対談を傍聴する議員

知事へ提出された意見書
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9月8日議案質疑日の主な内容を重点にご紹介します。 議案質疑
項
目

関
係

質
疑

答
弁

◆
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
、

今
後
の
具
体
的
な
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

◆
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
実
際

の
学
習
は
、
来
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
か
。

◆
備
品
関
連
は
１０
月
中
に
は
発
注
し
た

い
。

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
３
０
０
台
く
ら

い
発
注
し
て
い
る
が
、
た
ぶ
ん
問
題
な

く
納
入
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

◆
４
月
か
ら
す
ぐ
に
ス
タ
ー
ト
で
き
る

よ
う
に
、
先
生
方
の
研
修
も
今
年
度
準

備
し
て
い
く
。

小学校費

備品購入費

児童福祉費

こども園

◆
会
計
年
度
任
用
職
員
報
酬
、

こ
の
時
期
に
あ
げ
ら
れ
る
意
味

は
。

◆
最
近
、
３
歳
未
満
児
の
申
込
み
が
増

え
て
き
て
お
り
、
３
歳
未
満
児
の
受
入

れ
を
検
討
し
て
い
く
た
め
に
保
育
士
を

確
保
す
る
た
め
。

教育総務費

委託料

◆
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
サ
ポ

ー
ト
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
技

術
支
援
を
お
願
い
す
る
の
か
。

◆
機
器
の
活
用
に
関
す
る
技
術
的
な
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
、
現
場
の
先
生

方
の
研
修
の
企
画
な
ど
。

社会教育費

◆
文
化
協
会
と
ボ
ラ
倶
楽
部
の

補
助
金
が
削
減
さ
れ
て
い
る

が
。

◆
ボ
ラ
倶
楽
部
の
や
ろ
ま
い
夏

祭
以
外
で
４０
万
円
は
ど
こ
に
使

っ
て
い
る
の
か
。

◆
文
化
協
会
は
、
秋
の
文
化
祭
が
中
止

と
な
っ
た
の
で
、
そ
の
経
費
分
を
削

減
。
ボ
ラ
倶
楽
部
は
、
や
ろ
ま
い
夏
祭

の
経
費
分
を
削
減
。

◆
地
域
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
毎
年
行

っ
て
い
る
プ
ラ
モ
デ
ル
教
室
な
ど
に
使

用
。

負担金補助・
交付金

9月8日（火）

補
正
予
算

令
和
元
年
度
決
算

一般会計

プレミアム付
商品券

◆
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
申
請

主
義
で
、
１
０
２
４
件
の
う

ち
、
２
７
５
件
の
申
請
で
非
常

に
少
な
い
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

数
字
に
な
っ
た
の
か
。

◆
今
回
周
知
し
た
中
で
、
全
国
的
に
も

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
割
合
と
し
て

は
、
木
曽
岬
町
は
全
国
的
な
割
合
と
同

様
だ
っ
た
の
で
、
木
曽
岬
町
だ
け
が
低

か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

項
目

関
係

質
疑

答
弁

学校管理費

準要保護

◆
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ

が
国
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
影
響

は
な
か
っ
た
の
か
、
把
握
し
て

い
る
か
。

◆
準
要
保
護
を
生
活
保
護
に
基
づ
い
て

却
下
し
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

介護保険

保険給付費

◆
８
０
０
万
円
近
い
不
用
額
が

で
て
い
る
が
、
そ
の
要
因
は
。

◆
老
健
と
介
護
療
養
型
施
設
の

利
用
者
が
減
っ
た
要
因
は
何

か
。

◆
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
介
護
給
付
費
の

中
の
通
所
介
護
１
７
０
万
円
と
特
定
施

設
入
居
者
の
生
活
介
護
８０
万
円
。
施
設

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
は
、
老
健
と
介

護
療
養
型
施
設
の
利
用
者
減
で
３
９
０

万
円
。
そ
れ
ら
が
主
な
要
因
。

◆
予
算
額
の
不
用
額
な
の
で
、
最
初
の

推
計
見
込
み
か
ら
実
績
が
予
算
額
ま
で

行
か
な
か
っ
た
。

国民健康保険

全般

◆
国
保
料
が
平
成
３０
年
度
よ
り

下
が
っ
て
未
納
が
減
っ
て
い
る

が
、
不
納
欠
損
は
増
え
て
い

る
。
こ
の
状
況
打
開
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

◆
収
入
未
済
額
が
５
１
０
０
万

円
あ
る
。
根
本
的
な
新
た
な
徴

収
方
法
は
。

◆
国
保
料
を
税
に
変
え
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
。

◆
外
国
人
が
増
え
て
き
て
お
り

言
葉
の
問
題
が
あ
る
と
思
う

が
、
徴
収
は
ど
う
か
。

◆
未
納
対
策
と
し
て
、
電
話
で
の
催
告

に
加
え
個
別
訪
問
を
平
成
３０
年
度
、
平

成
３１
年
度
の
途
中
ま
で
や
っ
て
き
た
。

平
成
３１
年
度
年
明
け
は
電
話
催
告
に
止

ま
っ
た
。
保
険
料
は
前
年
度
よ
り
若
干

落
ち
た
。
未
納
欠
損
に
つ
い
て
は
、
国

保
法
１
１
０
条
の
関
係
で
２
年
の
時
効

を
迎
え
た
も
の
を
落
と
し
た
結
果
。

◆
収
納
率
は
こ
こ
数
年
９４
〜
９５
％
で
頭

打
ち
。
県
に
あ
る
税
管
理
回
収
機
構
に

も
や
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
依
頼
。
ま

た
、
町
で
も
差
押
え
等
や
っ
て
い
き
た

い
。

◆
税
で
あ
れ
ば
５
年
間
徴
収
時
効
が
な

い
の
で
今
後
検
討
し
て
い
く
。

◆
最
初
は
通
訳
を
介
し
て
保
険
料
の
説

明
を
す
る
。
今
年
は
英
語
版
の
納
付
依

頼
書
を
作
成
す
る
予
定
。
そ
こ
に
期
待

し
て
い
る
。
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9月10日議案質疑日の主な内容を重点にご紹介します。議案質疑
9月10日（木）

公園費

公園管理

◆
都
市
公
園
管
理
委
託
料
が
か

な
り
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、

き
ち
ん
と
公
園
管
理
は
さ
れ
て

い
る
の
か
。

◆
公
園
管
理
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
へ
委
託
し
て
い
る
が
、
平
成
３０
年
度

と
同
様
の
作
業
を
し
て
い
る
の
で
、
管

理
が
手
薄
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
な

い
。

水道事業 集落排水事業

全般

◆
水
洗
化
人
口
１
０
０
％
に
な

か
な
か
な
ら
な
い
。
温
泉
水
を

引
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
下
水

に
流
し
て
い
る
。
従
量
制
か
ら

み
る
と
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

◆
水
洗
化
１
０
０
％
に
な
っ
て
い
な
い

が
、
１
０
０
を
目
指
し
て
啓
発
を
し
て

い
る
。
温
泉
水
に
メ
ー
タ
ー
は
付
い
て

い
な
い
が
、
そ
れ
な
り
の
換
算
を
し
て

下
水
道
料
金
と
し
て
賦
課
し
て
い
る
。

全般

◆
業
務
量
の
中
で
①
収
益
率
が

下
が
っ
て
い
る
原
因
と
、②
供

給
単
価
、
給
水
原
価
が
上
が
っ

て
い
る
要
因
は
。

◆
①
収
益
率
が
下
が
っ
て
い
る
原
因
が

考
え
ら
れ
る
の
は
漏
水
と
考
え
ら
れ
、

老
朽
管
の
布
設
替
え
工
事
を
し
て
い

る
。
あ
と
、
消
防
活
動
に
使
用
さ
れ
る

水
も
微
量
だ
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

②
今
年
度
は
一
般
家
庭
の
使
用
料
が
減

っ
た
こ
と
で
供
給
単
価
が
上
が
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
給
水
原
価
が
上
が
っ
た

の
も
同
様
に
、
昨
年
度
に
比
べ
１
万
ト

ン
く
ら
い
減
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
要

因
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。

項
目

関
係

質
疑

答
弁

総務費

住基ネット

◆
シ
ス
テ
ム
改
修
費
関
連
で
、

住
基
ネ
ッ
ト
で
住
民
票
を
確
認

し
た
り
、
附
表
に
反
映
で
き
る

の
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

◆
個
人
番
号
の
確
認
は
、
令
和
５
年
度

運
用
開
始
を
目
指
し
て
改
修
を
進
め
て

い
る
段
階
。

全般

◆
目
に
見
え
な
い
漏
水
の
分
析

は
行
な
っ
て
い
る
の
か
。

◆
何
か
の
指
標
で
分
析
で
き
な
い
か
考

え
た
こ
と
は
あ
る
が
、
毎
年
分
析
や
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
な
い
の
で
、
今
後
で
き

る
か
ど
う
か
も
含
め
て
検
討
す
る
。

国庫補助金

マイナポイント

◆
７
月
か
ら
、
今
ま
で
何
人
く

ら
い
受
付
し
て
い
る
か
。

◆
７
月
か
ら
事
前
予
約
開
始
さ
れ
た
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
４
月
１５

件
、
５
月
２８
件
、
６
月
６５
件
、
７
月

７１
件
、
８
月
６４
件
。
カ
ー
ド
申
請
者
は

ほ
ぼ
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予
約
も
行
っ

て
い
る
。

補
正
予
算

条
例
改
正

令
和
元
年
度
決
算

項
目

関
係

質
疑

答
弁

土地改良費

地籍調査

◆
地
籍
調
査
の
進
捗
率
は
。

◆
令
和
元
年
度
末
現
在
で
、
進
捗
率
は

約
６
割
。
こ
の
あ
と
、
１０
年
後
に
は
終

わ
る
予
定
だ
が
は
っ
き
り
言
え
な
い
。

商工費

◆
休
業
要
請
に
全
面
的
に
協
力

し
た
事
業
者
に
限
ら
れ
る
が
、

そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
判
断
す
る

の
か
。

◆
申
請
内
容
の
確
認
は
、
申
請
書
に
店

舗
の
休
業
し
て
い
る
写
真
を
添
付
し
、

県
が
確
認
し
て
い
る
。

コロナウイルス
感染症拡大阻止
協力金

総務費

◆
基
金
を
積
み
あ
げ
て
使
わ
な

い
と
意
味
が
な
い
。
今
後
の
使

い
方
は
。

◆
今
年
度
の
福
祉
施
設
の
改
修
に
１
億

５
千
万
円
の
操
出
を
予
定
。
今
後
も
福

祉
や
教
育
、
木
曽
岬
町
全
般
の
政
策
に

使
わ
れ
る
予
定
。

ふるさと
応援基金

◆
空
家
対
策
委
員
６
名
の
根
拠

は
。

◆
法
律
第
７
条
で
市
町
村
長
、地
域
住

民
、議
員
、法
務
、不
動
産
で
構
成
す
る

と
あ
り
、当
町
で
は
当
面
６
名
で
構
成
。

そ
の
後
必
要
に
応
じ
て
１
名
追
加
で
き

る
よ
う
予
備
と
し
て
１
名
考
え
て
い
る
。

附属機関
設置条例

条例の
一部改正一般会計

コンビニ
交付

◆
総
務
手
数
料
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
手
数
料
（
歳
入
）
と
交
付
シ

ス
テ
ム
委
託
料
（
歳
出
）
の
費

用
対
効
果
は
。

◆
シ
ス
テ
ム
委
託
料
と
し
て
９
２
０
万

円
か
か
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
伸
び
が

期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
役
場
に
来
ず
に

住
民
票
を
取
っ
て
も
ら
え
る
と
い
う
サ

ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
考
え
て
い
る
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

こ
こ
が

聞
き
た
い

３
名
の
議
員
が
質
問

ペ
ー
ジ
数

9●
３
月
一
斉
休
校
か
ら
今
日
ま
で
の
経
過
の
検
証
と

　
今
後
に
つ
い
て

８
番
議
席  

中
川
和
子 

議
員

ペ
ー
ジ
数

10●
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て

●
災
害
時
に
お
け
る
医
薬
品
等
の
供
給
に
つ
い
て

１
番
議
席  

鎌
田
鷹
介 

議
員

ペ
ー
ジ
数

11●
町
内
に
お
け
る
道
路
整
備
・
環
境
整
備
に
つ
い
て

３
番
議
席  

加
藤
眞
人 

議
員

Q&AQ&A

　
こ
の
記
事
は
、
通
告
順
に
掲
載
し
、
質
問
議
員
本
人
が
作
成

し
た
原
稿
を
議
会
広
報
常
任
委
員
会
が
編
集
し
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
掲
載
文
は
紙
面
の
都
合
で
要
約
（
約
一
〇
〇
〇
文
字
）

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
一
般
質
問
の
全
文
は
木
曽
岬
町
議
会
会

議
録
（
議
会
図
書
室
に
て
公
表
）
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
議
案
と
は
関
係
な
く
町
政
全
般
に
わ
た
っ
て

町
長
等
の
考
え
方
や
意
見
を
求
め
る
も
の
で
す
。
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ここが聞きたい

一般質問
議会だより

　
　
　

準
備
期
間
も
な
く
、
突

　
　
　

如
始
ま
っ
た
休
校
。
登

園
・
登
校
は
自
粛
が
要
請
さ
れ
、

ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
が
家
庭
で

過
ご
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
子

ど
も
た
ち
の
生
活
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
た
の
か
。

　
先
生
方
、
課
題
を
出
し
た
り
、

家
庭
訪
問
、
小
学
校
は
荷
物
の

引
取
り
等
で
状
況
を
把
握
し
て

い
た
。

　
　
　

国
の
指
示
で
学
校
開
放

　
　
　

の
通
知
が
き
た
が
、
学

校
に
来
ら
れ
た
子
ど
も
さ
ん
は

い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、

そ
の
要
因
を
ど
う
考
え
た
か
。

　
基
本
的
に
は
自
宅
か
ら
外
出

を
自
粛
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

小
さ
い
お
子
さ
ん
が
一
人
で
留

守
番
で
き
な
い
、
や
む
を
得
な

い
状
況
時
に
学
校
預
か
り
で
と

知
ら
せ
た
。

　
　
　

や
む
を
得
な
い
事
情
と

　
　
　

な
る
と
、
受
け
取
っ
た

側
と
し
て
は
、
大
変
だ
け
ど
家

で
み
る
し
か
な
い
と
な
っ
て
し

ま
う
。
家
庭
内
で
緊
張
、
ス
ト

レ
ス
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
支
援
が
欲
し
い
方
は
学
校
に

相
談
を
と
案
内
は
出
し
た
。
ス

ト
レ
ス
等
で
問
題
と
い
う
方
の

報
告
は
受
け
て
い
な
い
。

　
　
　

再
開
さ
れ
た
学
校
も
密

　
　
　

に
な
っ
て
は
い
け
な
い

の
で
、
分
散
登
校
が
行
わ
れ
、

実
際
、
１
ク
ラ
ス
の
人
数
が
減

っ
た
。
そ
れ
を
先
生
や
子
ど
も

が
ど
う
感
じ
、
教
委
が
ど
う
把

握
し
て
い
る
か
。

　
感
染
症
対
策
と
し
て
も
密
を

避
け
る
対
策
は
や
っ
て
い
る
が
、

少
人
数
学
級
を
進
め
て
い
く
話

と
は
別
だ
と
思
う
。

　
　
　

一
学
期
の
授
業
が
ど
の

　
　
　

程
度
の
速
さ
で
進
ん
だ

か
は
よ
く
把
握
は
し
て
い
な
い

が
、
小
学
校
で
は
九
割
以
上
行

事
を
取
り
や
め
、
中
学
校
で
は

九
月
か
ら
は
平
常
通
り
で
で
き

る
と
聞
い
て
い
る
。
か
な
り
の

ス
ピ
ー
ド
で
授
業
が
進
ん
だ
の

で
は
な
い
か
。
残
さ
れ
た
二
、

三
学
期
で
、
と
に
か
く
そ
の
学

年
の
履
修
範
囲
を
終
わ
ら
せ
る

の
か
。
非
常
に
厳
し
い
こ
と
で

あ
り
、
授
業
内
容
の
精
選
が
望

ま
れ
る
と
思
う
が
。

　
残
念
で
は
あ
る
が
、
行
事
を

精
選
し
て
、
確
保
で
き
る
時
間

を
授
業
に
充
て
る
等
、
学
校
現

場
で
工
夫
し
な
が
ら
取
組
ん
で

い
る
。

　
　
　

当
町
で
は
今
の
情
勢
に

　
　
　

鑑
み
給
食
費
の
半
年
間

無
償
化
に
取
組
み
、
何
か
と
出

費
が
増
え
て
い
る
ご
家
庭
に
大

変
喜
ば
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

こ
の
施
策
の
延
長
を
考
え
て
は

い
な
い
か
。

　
今
は
十
一
月
ま
で
免
除
と
い

う
こ
と
だ
が
、
延
長
は
考
え
て

い
な
い
。

　
　
　

今
年
は
幸
い
な
こ
と
に
、

　
　
　

過
去
問
の
反
復
練
習
で

小
六
と
中
三
を
競
わ
せ
る
全
国

学
力
テ
ス
ト
は
中
止
に
な
っ
た

が
、
当
町
の
教
員
の
負
担
に
な

っ
て
い
る
県
独
自
の
み
え
ス
タ

デ
ィ
・
チ
ェ
ッ
ク
は
行
わ
れ
た

と
聞
き
、
遺
憾
。
今
年
は
見
送

る
と
い
う
考
慮
は
さ
れ
な
か
っ

た
の
か
。

　
県
教
委
か
ら
も
今
年
度
に
つ

い
て
も
実
施
す
る
よ
う
通
知
さ

れ
、
予
定
ど
お
り
行
っ
た
。

質問

中川和子議員8番議席

再質問

再質問

再質問

再質問再質問

再質問

答弁

黒
田
教
育
課
長

再答弁

黒
田
教
育
課
長

再答弁

黒
田
教
育
課
長

再答弁

黒
田
教
育
課
長

再答弁

黒
田
教
育
課
長

再答弁

黒
田
教
育
課
長

再答弁

黒
田
教
育
課
長

授業内容の精選を
行事を精選し、授業時間の確保

教育長

４年生で行われた「みえスタディ・チェック」



10
令和2年11月1日発行

木曽岬町議会だより

　
　
　

厚
生
労
働
省
は
、
効
果

　
　
　

的
か
つ
効
率
的
な
設
置

に
向
け
た
指
針
と
し
て
「
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
適
正
配
置
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
、
平
成
２５
年
に

公
表
し
ま
し
た
。
当
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
参
考
に
す
る
こ
と
で
、

一
般
人
が
使
用
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
導
入
を
検

討
し
て
い
る
。
或
い
は
既
に
設

置
済
み
の
地
方
公
共
団
体
や
民

間
機
関
等
の
、
効
果
的
か
つ
効

率
的
な
設
置
・
配
置
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。

　

設
置
が
推
奨
さ
れ
る
施
設
で

は
、
当
然
な
が
ら
可
能
な
限
り 

２４
時
間
誰
も
が
使
用
で
き
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
近
年
地
方
公
共
団

体
に
よ
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
が
広

が
り
つ
つ
あ
り
、
社
会
復
帰
例

も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
へ
の
、
地

方
公
共
団
体
に
よ
る 

Ａ
Ｅ
Ｄ

の
設
置
は
、
危
機
管
理
も
念
頭

に
お
い
た
各
店
舗
と
行
政
と
の

連
携
と
い
う
点
で
推
奨
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
情
報
を

積
極
的
に
公
開
す
る
こ
と
や
、

Ａ
Ｅ
Ｄ 

使
用
の
教
育
・
訓
練

の
重
要
性
な
ど
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
緊
急
時
に
夜
間
、
休

日
い
つ
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
、

公
共
施
設
の
屋
外
へ
の
設
置
協

力
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、
町
の
認
識
は
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
の
町
民
の

方
へ
の
周
知
や
そ
の
使
用
に
関

す
る
訓
練
な
ど
小
・
中
学
校
で

は
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　

屋
外
等
で
行
わ
れ
て
い

　
　
　

る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
イ

ベ
ン
ト
等
に
お
い
て
は
、
携
帯

用
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
も
準
備
し
対
応
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
県

内
の
市
町
で
は
夜
間
や
休
日
の

施
設
閉
鎖
時
で
も
迅
速
な
措
置

が
可
能
な
よ
う
に
公
共
施
設
の

屋
外
に
も
設
置
す
る
市
町
も
増

え
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
本
町
に
お
い
て
も
今

後
は
管
理
上
の
問
題
を
検
討
し

な
が
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
屋
外
設
置
も

検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
の
民
間
施
設
へ
の
設
置
協

力
」
に
つ
い
て
で
す
が
、「
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
適
正
配
置
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お
い
て
も
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
設
置
が

考
慮
さ
れ
る
施
設
で
す
が
、
現

状
で
は
各
事
業
者
の
判
断
に
委

ね
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
の
必
要
性
や
効
果

を
見
極
め
な
が
ら
、
近
隣
市
町

の
状
況
な
ど
を
勘
案
し
、
必
要

に
応
じ
民
間
事
業
者
な
ど
へ
の

設
置
の
協
力
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

訓
練
の
状
況
で
す
が
、
桑
名

市
消
防
署
管
内
の
市
町
の
住
民

を
対
象
の
救
急
講
習
が
年
間
２４

回
、
町
と
し
て
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験

や
、
消
防
団
員
、
ス
ポ
ー
ツ
団

体
へ
の
個
別
の
訓
練
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
現
時
点
に
お
い
て
全
て
の
講

習
が
中
止
に
な
っ
て
い
る
状
況

で
す
が
、
講
習
会
が
再
開
さ
れ

た
ら
開
催
・
受
講
に
つ
い
て
積

極
的
に
周
知
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

鎌田鷹介議員1番議席

AED野外設置は
管理上の問題を考えながら
検討したい 町長

※

他
に
「
災
害
時
に
お
け
る
医

　

薬
品
等
の
供
給
に
つ
い
て
」も

　

質
問
し
て
い
ま
す
。

質問

答弁
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町
内
に
お
い
て
、
町
道

　
　
　

雁
ヶ
地
福
崎
線
、
国
道

２３
号
交
差
点
取
付
け
道
路
が
令

和
３
年
３
月
に
は
開
通
予
定
で

あ
り
ま
す
。
町
内
に
お
け
る
交

通
事
情
も
大
き
く
変
わ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

町
内
に
お
け
る
主
要
道
路

は
、
町
道
鍋
田
川
線
、
木
曽
川

線
、
県
道
木
曽
岬
弥
富
停
車
場

線
の
３
本
が
中
心
と
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
現
在
で
も
多
く
の

車
両
が
通
行
し
、
騒
音
振
動
問

題
、
道
路
幅
が
狭
く
カ
ー
ブ
も

多
く
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
三
崎
地
内
で
国
道
２３

号
交
差
点
が
完
成
す
る
に
あ
た

り
町
道
川
西
幹
線
に
お
い
て
は

加
路
戸
地
内
先
端
部
分
の
延
長

は
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。
町

道
川
西
幹
線
を
整
備
す
る
事
に

よ
り
主
要
道
路
の
交
通
量
緩
和

に
な
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

町
内
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

は
。

　
　
　

東
西
の
広
域
幹
線
道
路

　
　
　

を
活
か
し
、
南
北
に
長

い
町
域
を
安
心
で
便
利
に
利
用

で
き
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

充
実
を
第
５
次
総
合
計
画
に
掲

げ
、
安
全
で
円
滑
な
移
動
を
確

保
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
な

社
会
基
盤
で
あ
り
ま
す
。
町
内

主
要
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、

様
々
な
課
題
が
あ
り
、
適
正
な

維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

南
北
の
幹
線
道
路
と
し
て
期

待
さ
れ
る
県
道
木
曽
岬
弥
富
停

車
場
線
、
国
道
２３
号
、
町
道
雁

ヶ
地
福
崎
線
開
通
、
中
和
泉
地

内
へ
の
取
付
道
路
に
つ
い
て
は

本
年
度
地
質
調
査
、
道
路
詳
細

設
計
、
橋
梁
詳
細
設
計
に
着
手

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
町
道
鍋
田
川
線
に
代

わ
る
幹
線
道
路
と
し
て
期
待
さ

れ
る
名
古
屋
第
３
環
状
線
の
早

期
整
備
に
つ
い
て
も
関
係
機
関

へ
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

町
道
木
曽
川
線
に
お
い
て
は
、

幅
員
も
狭
く
、
転
落
の
危
険
性

も
高
い
こ
と
か
ら
、
車
両
を
誘

導
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
、
町
道
川
西
幹
線
は
、
唯

一
の
幹
線
と
な
り
ま
す
が
、
加

路
戸
地
域
内
に
お
き
ま
し
て
、

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
お
り
、

大
型
車
の
通
行
が
困
難
な
こ
と

か
ら
、
機
能
性
は
大
き
く
阻
害

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
国
道
２３
号
、
町
道
雁

ヶ
地
福
崎
線
の
供
用
に
よ
り
、

町
道
川
西
幹
線
の
必
要
性
は
ま

す
ま
す
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
今
後
更
に
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
　
　

騒
音
振
動
問
題
で
防
音

　
　
　

壁
設
置
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

　

環
境
基
準
に
基
づ
い
て
設
置

し
て
い
ま
す
。
当
然
、
ご
要
望

が
あ
れ
ば
騒
音
調
査
等
し
た
上

で
環
境
基
準
か
ら
超
え
て
い
る

よ
う
で
あ
れ
ば
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ここが聞きたい

一般質問
議会だより

町内における
道路・環境整備は
交通ネットワークの充実を目指す

町長

答弁

再質問

加藤眞人議員3番議席

質問

再答弁

内
山
建
設
課
長 町道雁ヶ地・福崎線道路改良工事
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令
和
２
年  

第
３
回
定
例
会

（要　旨）

加藤　隆 町長加藤　隆 町長

　

平
成
２７
年
５
月
の
水
防
法
の

改
正
に
よ
り
、「
最
大
規
模
の

洪
水
・
高
潮
へ
の
対
策
」
が
示

さ
れ
、
そ
の
中
で
、
洪
水
に
関

し
て
は
、
現
行
の
浸
水
想
定
区

域
を
「
想
定
し
得
る
最
大
規
模

の
洪
水
に
係
る
区
域
に
拡
充
し

て
公
表
す
る
こ
と
と
な
り
、
ま

た
、
こ
れ
ま
で
浸
水
想
定
区
域

が
示
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
高
潮

に
関
し
て
は
、
新
た
に
「
想
定

し
得
る
最
大
規
模
の
高
潮
に
係

る
浸
水
想
定
区
域
」
を
公
表
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
洪
水
に
関
し

て
は
、
平
成
２８
年
１２
月
に
、
国

土
交
通
省
か
ら
「
想
定
し
得
る

最
大
規
模
の
降
雨
に
よ
る
浸
水

想
定
区
域
」
が
公
表
さ
れ
、
本

町
で
は
、
国
道
２３
号
以
北
の
一

部
の
地
区
が
浸
水
区
域
と
し
て

指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
高
潮
に
関
し
て
は
、

本
年
８
月
に
、三
重
県
か
ら「
想

定
し
得
る
最
大
規
模
の
高
潮
に

よ
る
伊
勢
湾
沿
岸
部
に
お
け
る

浸
水
想
定
区
域
」が
公
表
さ
れ
、

本
町
で
は
、
全
域
が
浸
水
区
域

と
な
る
だ
け
で
な
く
、
高
潮
に

よ
っ
て
堤
防
を
決
壊
さ
せ
発
生

す
る
浸
水
深
の
最
大
値
を
示
し

て
お
り
、
役
場
周
辺
で
7.9
ｍ
、

町
全
体
の
一
番
深
い
地
点
で

は
、
一
時
的
に
水
位
が
上
昇
し

て
１３
ｍ
の
浸
水
深
と
な
り
、
１

週
間
以
上
、
浸
水
が
継
続
す
る

状
況
と
な
る
と
い
う
こ
と
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
最
大
規
模
の
高
潮

と
計
画
規
模
の
洪
水
が
同
時
に

発
生
し
、
高
潮
堤
防
を
決
壊
さ

せ
る
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
た

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、

想
定
さ
れ
る
台
風
が
伊
勢
湾
周

辺
を
通
過
す
る
確
率
は
５
０
０

年
か
ら
５
０
０
０
年
に
１
回
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
万
が

一
の
と
き
、
命
を
守
る
た
め
、

事
前
に
広
域
避
難
の
必
要
性
を

示
す
も
の
で
す
。

　

更
に
、
今
回
の
防
災
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
で
は
、
町
民
自
ら
が
主

体
的
に
行
動
を
起
し
、
早
期
に

命
を
守
る
体
制
を
整
え
て
い
た

だ
く
た
め
の
教
科
書
的
な
役
割

と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
た
め
、
自
分
自
身
で
避
難
先

や
避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考

え
、
直
接
記
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
ペ
ー
ジ
や
、
災
害
時
に
備

え
て
、
氏
名
・
住
所
・
緊
急
連

絡
先
や
か
か
り
つ
け
の
病
院
な

ど
を
記
入
し
て
お
き
、
日
ご
ろ

か
ら
携
帯
し
て
お
い
て
い
た
だ

け
る
「
切
り
取
り
式
の
防
災
カ

ー
ド
」
を
添
付
す
る
な
ど
、
日

頃
か
ら
手
に
取
っ
て
、
ご
自
身

で
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
し
、

今
後
は
、
本
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

活
用
し
な
が
ら
、
自
主
防
災
会

を
中
心
と
し
た
訓
練
を
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

９
月
６
日
に
予
定
を
し
て
お

り
ま
し
た
「
防
災
フ
ェ
ア
」
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
を
考

慮
し
て
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
新
た
な
避

難
所
運
営
の
あ
り
方
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ

の
度
の
防
災
訓
練
に
お
い
て

は
、
自
主
防
災
会
を
対
象
と
し

た
「
コ
ロ
ナ
対
策
避
難
所
設
営

研
修
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
す
る
不
安
や
心
配
は
尽

き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一
方
で
、
災
害
は
い
つ
発
生
す

る
か
予
測
で
き
な
い
こ
と
も
事

実
で
す
。
こ
う
い
う
状
況
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
新
た
な
防
災
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
な
が

ら
、
訓
練
を
重
ね
て
い
く
こ
と

で
、
町
民
の
皆
様
の
一
層
の
防

災
意
識
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ

と
に
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
来
る
１１
月
５
日
は
、

「
津
波
対
策
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」
で
、「
津
波
防
災
の
日
」

と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
内
閣
府

で
は
、
平
成
２５
年
度
か
ら
市
町

村
と
連
携
し
た
地
震
・
津
波
防

災
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
全
国
か
ら
の
希

望
多
数
の
中
、
本
町
を
含
む
７

市
町
（
４
市
３
町
）
で
実
施
す

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
の
詳
細
な
内
容
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
調
整
中
で
す

が
、
訓
練
実
施
日
と
は
別
に
、

自
主
防
災
会
の
組
織
力
向
上
を

目
指
し
、
避
難
計
画
の
確
認
、

課
題
の
把
握
、
取
組
目
標
の
設

定
な
ど
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ

新
た
な

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

防
災
訓
練
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ョ
ッ
プ
の
開
催
も
企
画
を
し
て

お
り
、
自
助
は
無
論
の
こ
と
、

安
否
確
認
や
避
難
支
援
と
い
っ

た
共
助
へ
の
意
識
付
け
の
一
助

に
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

訓
練
日
が
平
日
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
小
中
学
校
、
こ

ど
も
園
、
町
内
企
業
な
ど
と
共

に
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に

ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
本
年
度
は
、

様
々
な
形
で
の
訓
練
や
防
災
意

識
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
訓
練
の

他
に
も
、
桑
員
２
市
２
町
と
の

合
同
で
行
う
広
域
避
難
訓
練

や
、
職
員
を
対
象
と
し
た
風
水

害
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
係
る
訓

練
、
あ
る
い
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ
た

避
難
所
の
開
設
訓
練
な
ど
、
多

種
多
様
で
、
よ
り
実
践
的
な
訓

練
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
町
民

の
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
防
災
に

対
す
る
意
識
を
高
め
、
知
識
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
機

会
に
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

みなさまのご意見を
募集しています。

　議会に対して、普段、感じていること、疑問
に思うこと。また、要望など、どのような内容
でも結構です。ご意見、ご質問をお寄せくだ
さい。

提 出 先
議会広報常任委員会（議会事務局）

E-mail：gikai@town.kisosaki.mie.jp

TEL68-6108
FAX66-3111

議会をぜひ、傍聴にきてください。
　議会は、どなたでも傍聴することができます。皆様の生活に直結した
重要な問題が審議されます。お気軽にお越しください。
　本会議の当日、議場入口で傍聴の受付をしています。
※感染防止対策の為、マスクの着用、手指消毒、入場制限等にご協力を
　お願いします。

次回、12月定例会、本会議の予定です。

　なお、各日程等は変更する場合もございますので、お手数ですがホームペー
ジまたは議会事務局までお問合わせいただきますようお願いいたします。

議会日誌

15～17日
　　●決算監査（監査委員）
16日●議会運営委員会
17日●三重県町村議会議長会理事会（議長）
22日●第３回臨時会
　　●議員全員協議会
　　●議員懇談会
27日●桑名広域清掃事業組合議会（議長）
31日●三重県町村議会議長会定期総会、自治研修会
　　　（議長）

３日●桑名広域清掃事業組合定例会（議長）
４日●桑名・員弁広域連合定例会（副議長）
12日●例月出納検査・財政健全化審査（監査委員）
15日●戦没者慰霊祭
21日●議員全員協議会
24日●県部局長意見交換会（議長）
28日●議会運営委員会

2020 月7 2020 月9
２日●第３回　定例会　開会日・議案説明会
３日●議案説明会
８日●議案質疑日
　　●議員懇談会
９日●例月出納検査（監査委員）
10日●議案質疑日
　　●議会運営委員会
15日●第３回　定例会　一般質問日
17日●第３回　定例会　閉会日
　　●行政視察
26日●伊勢湾台風慰霊祭

８日●議会広報常任委員会
９日●知事１対１対談
11日●秋季例祭
12日●例月出納検査（監査委員）
14日●議会運営委員会
　　●議員全員協議会
19日●第４回臨時会
　　●議員懇談会
21日●議会広報常任委員会

2020 月8
2020 月10
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議 員ト ピ ツ ク ス

　9月17日（木）第3回定例会後、行政視察として、次の
3ヶ所を視察しました。

行 政 視 察

　木曽岬町地域防災計画で避難所として指定されて

いる木曽岬小学校の前面道路において、避難路の整

備をし、防災性と安全性を総合的に向上させることを

目的に、二車線道路に両側歩道を設置した延長１６８

ｍの工事で進捗状況の説明を受けました。

①小学校前の避難路確保

　肢体不自由児の学校生活に対応するため、階段用

昇降機を設置し、各階への移動手段を確保するもの

で、昇降機を利用し安全性などを体験しました。

②階段用昇降機を体験

　児童用の便所を洋式化、ドライ化することにより

学校生活の環境改善を図るもので、校長先生からは、

改修工事により綺麗なトイレとなり子どもたちも大変

喜んでいるとのことでした。

③新しくなった小学校のトイレ

①小学校前の避難路確保

②階段用昇降機を体験

③新しくなった小学校のトイレ
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議
件
名
（
議
案
の
内
容
）
　
　
　

議
事
内
容

　
議
件
名
（
議
案
の
内
容
）
　
　
　

議
事
内
容

　
議
件
名
（
議
案
の
内
容
）
　
　
　

　

令
和
２
年
第
３
回
木
曽
岬
町
議
会
定
例
会
は
、
９
月
２
日
か
ら
１７
日
ま
で
の
会
期
１６
日
間
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
期
定
例
会
に
は
、
令
和
２
年
度
の
各
会
計
の
補
正
予
算
及
び
条
例
の
制
定
、
令
和
元
年
度

各
会
計
の
決
算
、
工
事
契
約
に
つ
い
て
の
議
案
並
び
に
請
願
や
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て

可
決
さ
れ
終
了
し
ま
し
た
。

7月22日
（1日 限 り）

第３回
令和2年

9月  2日
（開　会　日）

～

9月17日
（閉　会　日）

第３回
令和2年
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件
名
（
議
案
の
内
容
）
　
　
　

　
議
件
名
（
議
案
の
内
容
）
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編
　 

後
記

集
　

当
町
始
ま
っ
て
以
来
の
町
議
会

議
員
補
欠
選
挙
で
し
た
が
、
定
数

２
に
同
数
立
候
補
で
無
投
票
と
な

り
ま
し
た
。

　

次
期
改
選
ま
で
半
年
余
り
。
議

員
一
同
健
康
に
留
意
し
、
任
期
を

全
う
し
た
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
に
議
会
だ
よ
り
第

１
０
５
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

昨
年
の
１２
月
議
会
以
来
の
一
般

質
問
と
行
政
視
察
の
記
事
掲
載
が

で
き
、
又
、
議
案
質
疑
は
委
員
会

形
式
で
な
く
、
全
員
で
行
い
ま
し

た
。

　

ご
一
読
い
た
だ
き
、
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

議
会
広
報
常
任
委
員
会
一
同

第３回臨時会及び第３回定例会議案等の審議結果です。
賛否の分かれた議案のみを表示しており、他の議案は全て全会一致で賛成とされています。
○は賛成、×は反対、欠は欠席、退は退席を表示しています。
※議長は裁決に加わりません。ただし、可否同数の場合は議長採決となります。

各議員の賛否

　第３回定例会では、議案第41号、第42号、第43号、第48号、第49号、第55号、発議第２号について中川和子議員が
反対討論をし、三輪一雅副議長が全議案について賛成討論をしました。
　なお、紙面の都合で討論の詳細内容の記載を割愛いたしておりますが、反対討論並びに賛成討論の内容は、木曽岬町
議会　議会棟　議会図書館（福祉・教育センター２階）でご覧いただけます。

審議
結果

伊 藤
好 博

中 川
和 子

三 輪
一 雅

服 部
芙二夫

加 藤
眞 人

鎌 田
鷹 介

議案
番号 議案名

議員名

第3回定例会審議結果

第3回臨時会審議結果・・・・全会一致で賛成でした。

議案
第41号

原案
可決

令和２年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予算
（第３号）について ○ ○ ○×─ ○

議案
第42号

原案
可決

令和２年度三重県桑名郡木曽岬町国民健康保険特別会
計補正予算（第２号）について ○ ○ ○×─ ○

議案
第43号

原案
可決

令和２年度三重県桑名郡木曽岬町後期高齢者医療特別
会計補正予算（第1号）について ○ ○ ○×─ ○

議案
第48号

原案
可決

令和元年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計歳入歳出決
算認定について ○ ○ ○×─ ○

議案
第49号

原案
可決

令和元年度三重県桑名郡木曽岬町国民健康保険特別会
計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○×─ ○

議案
第55号

原案
可決

令和元年度三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計決算認
定について ○ ○ ○×─ ○

発議
第２号

原案
可決

義務教育費国庫負担制度の存続と更なる充実を求める
意見書について ○ ○ ○×─ ○
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地域ＢＷＡを利用した安全安心なまちづくり
４月からスタート

き
そ
さ
き

の

　地域ＢＷＡとは、地域広帯域移動用無線アクセスシステムのことを言い、地域の公共サービスの向
上やデジタルディバイド（条件不利地域）の解消、地域の公共福祉の増進に寄与することを目的として
導入された2.5GHz帯の周波数の電波を用いた電気通信事業用の無線システムです。
　地域の暮らし・防災情報の配信、児童・高齢者見守り、交通機関の運行情報、防犯カメラの伝送等
広い分野で活用が期待されております。

《木曽岬町のＢＷＡ整備状況をご紹介します。》

子ども・高齢者みまもりサービス
ビーコンと呼ばれる小さなタグが、町内に設置された88ヶ所のセンサー付近を通過すると、

通過情報を確認できるサービスです。
子どもの登下校状況や認知症高齢者の徘徊対策に役立ちます。

農協付近のセンサーボックス 役場付近のセンサーボックス

センサーボックスビーコン


